
                        

末
松
遺
跡 

富奥の歴史の空白が埋まる 
す 

え 

ま 

つ 

松 

末松遺跡は、末松、中林、清金に広がる市内で最も広大な遺

跡です。以前に発掘調査した成果では、奈良
な ら

時代から平安
へいあん

時

代前半（８～10 世紀中頃）と、鎌倉
かまくら

・室町
むろまち

時代（13 世紀～15

世紀）に人々が暮らした跡が見つかりました。 

昨年、中林
なかばやし

土地
と ち

区画
く か く

整理
せ い り

事業
じぎょう

のために中林二丁目の一部を発

掘調査したところ、平安時代後半（10 世紀中頃～11 世紀）の

集落跡が見つかりました。この集落跡の発見によって、この

地では奈良・平安時代において途切れることなく生活が連綿
れんめん

と続くことがわかりました。 

主な時代 
 
平安時代後半 

   
場   所 

 
中林２丁目 

   
調査年度 

 
平成 29 年度～（現在進行中） 

 
 

至鶴来 

至金沢 

石川県立大学 

調査地 

号 

 

 

  

大小様々な穴（人の生活の跡
あと

）がたくさん見

つかりました※穴の形は白線でなぞっています 

発掘調査風景 

穴の中から土器
ど き

（土師器
は じ き

埦
わん

）が割れていない

状態で出土しました 

掘
ほっ

立柱
たてはしら

建物
たてもの

が１棟みつかりました（赤枠） 
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